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-チとヒトの生態学 Ⅱ

-四国石鎚山系の伝統的養蜂-

それが本業になるではなく,むしろ趣味的･

副次的と形容できる生産活動であるニホンミツ

バチの伝統的養蜂には,人をひきつける魅力が

ある.過去の歴史的状況はともかく,現在の状

況をみる限り,甘味料としてのハチミツの獲得

ばかりが目的ではないようだ.結論からいえば

｢ミツ(後述)を飼う｣それ自体に人々は大きな

魅力を兄いだしている.ただ,それを｢家畜化｣

いう意味合いでとらえるのは早急である.いう

なれば自然に生きるミツパテを巧みに人の管理

下におく "その都度の過程"に強い関心がはら

われると解すべきものである.

先に会津盆地南縁山地内で行われたきた伝統

的養蜂を新山永善という一人の養蜂者を通して

報告したが (佐治,1995),本稿ではフィール

ドを四国愛媛県に移し,西日本の最高峰石鎚山

の麓で行われているニホンミツバチの伝統的養

蜂を,高橋俊春という一人の養蜂者を通して報

告してみたいと思う.

Ⅰ.石鎚山系の伝統的養蜂

1.地域の概況

調査地である上浮穴郡美川村は,愛媛県中南

部中予地方に属する.県都松山市から南方約

45km,四国脊梁部の山岳地帯に位置する.面
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図1 愛媛県美川村

末現在 『住民基本台帳による』)の村である.標

高317m より起伏し1,541m に達する急傾斜,

周Bflには700m～1,500m級の四国山地の山々

の中にあり,平均高度800m という地形は,け

わしい山,深い谷間という地理的様相を呈して

いる.わずかな平坦地はもとより,傾斜地にも

家屋や耕作地が点在するという景観は,まさに

純山村といえよう.さらに気象環境としては,

年平均 14℃,年平均降水量2.000mmで,冬期

間には降雪もある.

こうした自然療境の中にある美川村の基幹産

業は農林業で,産業別就業人口比をみてもその

依存度の高さが領ける.(図1,表 1)

積は135.02km2,人口2,806人 (1995年 7月

蓑1 産業別人口比率の動向

60年 平成2年
(1985) (1990)
1,863 1,408
42.7 32.6
29.7 34.2
27.6 33.2

(国勢調査より作成)

45年 50年 55年
(1970) (1975) (1980)
2,809 2,277 2,085
63.8 51.1 45.3
16.0 22.4 27.4
20.2 26.5 27.3

区 分 T 9365.)* (盟 )
総数 (人) 4.314 3,483

第一次産業就業人口比率 (%) 75.2 58.9
第二次産業就業人口比率 (%) 8.7 24.1
第三次産業就業人口比率 (%) 16.1 17.0
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図2 マルドゥ 図3 カクドゥ

2. ミツパテの呼称と巣箱

美川村では,ニホンミツバチを通常 ミツ･ジ

ミツと呼び,これらは周辺の山野に野生してき

た在来種だという.これに対して養蜂業者が飼

養するセイヨウミツパテをヨウミツと呼び,自

分たちが飼養するミツ･ジミツとは異なるミツ

パテだと区別している.

次に巣箱である.ニホンミツパテを飼養する

巣箱を総じてミツドゥ･ドゥという.これは形

体 ･用材などの違いから2種類に分かれてい

る.一つはマルドゥと呼ばれる巣箱で,スギ･

サルスベリ･カキ･ツガ･クリなどの直径30

-40cmの幹を,長さ36-45cmほどに切り,

外側から3-5cmの厚みを残して内部を少々

楕円状にくり貫いた円筒状の巣箱である (図

2).これに天井として板を打ちっけ,内径の最

長部が前後となるようにし,正面となる一方の

下部に出入り用の巣穴を施す.さらに幹の周囲

にはコモ ･ムシロ･古い畳表などを巻きつけ

る.コモなどで覆うのは冬期問の防寒効果と乾

燥等によるミツドゥのひび割れを防ぐためであ

る.元来,こうしたマルドゥは,自然に内部が

朽ちてウト(空洞)になった材を利用して製作

されていた.しかし最近はチェーンソーで内部

を人為的にくり貫いて作ることも行われるよう

になっている.

さて,もう一方はカクドゥ･-コドゥと呼ば

れる巣箱である.カクドゥは,クリなどの厚さ

1-1.5cm前後,タテ35-50cm,ヨコ30-40

cmの板材4枚を張り合わせて釘打ちした直方

図4 タキと呼ばれる設置場所の景観

体の巣箱で,正面となる面の下部中央に巣穴が

設けられる.その際側面となる2面は前後の2

面より2-3cmはど幅を広くする.そしてマル

ドゥ同様,天井には板を打ちっげ,コモ類で周

囲を覆うのである (図3).

どちらのミツドゥの場合も,本体には底はは

らず底抜け状になっており,これに付属するも

のとして, ミツドゥの直径より5-10cmほど

大きめの平らな板あるいは石板を用意し,設置

の際にこの板の上にミツドゥをのせるのであ

る.これをシキイタという.このように底板を

はらずシキイタにのせるだけというミツドゥの

構造は,後述する分蜂群の収容,飼養管理,採

蜜の技術と深く関わってくる.

巣箱には,このように2種類の形態がみられ

るが,人々は天然の丸太を用いて作ったマルド

ゥの方が,人為性が高いカクドゥに比べ,営巣

率が高いと判断している.にもかかわらずカク

ドゥが用いられる理由は,マルドゥに適した材

が少なく入手が困難で,高価だということが上

げられる.カクドゥは安価な板材を購入すれば

容易に作ることができ,いわばマルドゥを補完

するものと位置づけられている.

ミツドゥは,形体や材質によっての区別と合

わせ,新旧･営巣歴の有無によっても区別され

る.過去に営巣歴のあるミツドゥをクイツケド

ゥといい,一方新調したばかりの営巣歴のない

ものをサラドゥという.クイツケドゥはサラド

ゥに比べ営巣率が高いとされる.とはいえ,サ

ラドゥに全くハチ群が営巣しないわけではな

い.



3.伝統的養蜂の概観

美川村で確認できたニホンミツバチの養蜂者

は11名ほどである (1994年7月調査時).さ

らに,飼養を望んでいながらも,-チ群が死

滅 ･逃亡したりあるいは分蜂期にハチ群を捕

獲 ･収容できなかった,いうなれば潜在的養蜂

者といえる人々の数を含めれば,さらにその数

は多く,1集落に1人は伝統的養蜂に関わって

いるとみることができる.

美川村に継承される伝統的養蜂においてもっ

とも特徴的なことは,-チ群を通年で飼養し,

所有群を維持もしくはさらに拡大していく点で

ある.かつて荏田が提示した養蜂の三形態に照

らせば,Ⅱ型の形態を強く示している (津田

1986). しかしⅡ型の特徴を核としながらも,

実際の養蜂者の活動パターンをみると,山野の

適所に空の巣箱を置き,野生の分蜂群が自ら営

巣するのを待っという獲得の方法がみられた

り,あるいは採蜜において所有群数に関わらず

ソウドリと称し巣箱内の巣をすべてとり去り蜜

をしぼる方法が行われるなど,Ⅰ型の要素も組

み入れられており,-チ群の勢い･-チ群の所

有数 ･貯蜜量など時々の状況を判断し,巧みに

技術の ｢使い分け｣がなされている.むしろ,

こうした複雑多様な形態にこそ注目すべきであ

る.

人々が-チ群を如何にして獲得しているの

か,石鎚山系に継承される伝統的養蜂の特徴

は,まずこの点にある.

そこで,もっとも重要な時期は,いうまでも

なく分蜂期であり,おおよそ4月中旬から5月

下旬である.美川村では一般に分蜂を指してス

ワカレといい,なかでも ｢八十八夜前後がもっ

ともスワカレする｣と考えられている.

人々は,ザツボク (落葉広葉樹林)が繁茂す

る山中のタキ (鼻)と呼ばれる巨岩の迫り出し

た下部,ガケ (崖)と呼ばれる岩盤の切り立っ

た所にミツドゥをおく(図4).これを ｢ヤマへ

もっていく｣｢ヤマにミツドゥをすえる｣ とい

う.このように山野にミツドゥを仕掛け,そこ

に生息する野生群が分蜂し飛来 ･営巣するのを
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待っというのが,まず一つめの方法である.こ

の場合,対象として人々は ｢野生の-チ群｣と

いうことを強く意識している.

人々は,時節を問わず適当な場所が見つかれ

ば, ミツドゥを運び最低でも2-3年はそのま

まにする.それは場所の確保もあるが,｢サラの

ドゥはヤマのセイキを得なければミツははいら

ない｣｢-チに見つけさせるため｣と説明される

ように,自然の中になるべく長い期間 ｢馴染ま

せる｣ことが重要だと考えているからである.

こうした山中などに仕掛けたミツドゥへハチ

群が営巣する,あるいは全く出自不明なハチ群

が営巣することを指して｢ミツをうける｣｢ミツ

をひろう｣という.この ｢うける｣｢ひろう｣と

いった物言いからわかるように,こうしたハチ

群の営巣はきわめて稀であり,仕掛けた養蜂者

の技術や知識の問題だけではなく,その人の

｢運｣･ハチとの ｢相性｣によって,自然という

ある種絶対的なものから ｢授かる｣といった宗

教的な意味あいで受けとめられている.

さて,前述した獲得方法が野生群の獲得を強

く意識したものであるのに対して,もう一つの

方法に所有群が出した分蜂群の捕獲がある.班

に-チ群を所有していることが前提であるか

ら,-チ群の獲得よりもむしろ所有群の維持 ･

拡大にウェートがあるといえよう.この所有群

から新たに分かれた-チ群を捕獲する方法は二

通りある.

美川村ではフユゴシ･フユヌケ (越冬)させ

た所有群から分蜂することを ｢ミツがインキョ

にでる｣｢ブンケ (分家)する｣という.分蜂す

ると,-チ群は一旦付近の木枝に止まって小休

止するといい,これを｢ミツがひっつく｣｢ハチ

がダンゴになる｣｢せいぞろいする｣ と表現す

る.その場に養蜂者自身が立ち合い,小休止し

ているハチ群を捕獲し新たなミツドゥに収容す

るのが,まず一つめの方法といえる.

次に2つめの方法は,野生の分蜂群を待っの

と同様に,適所にミツドゥを置くというもので

ある.ただしこれの特徴は,所有群を飼養する

住居地周辺に適所を兄いだしている点である.

具体的には道路沿いのタ辛やガケ,あるいは集
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落付近の大木の根元,道路沿いの防護壁の上,

耕作地などである.つねに所有群から分蜂した

ハチ群を人為的に収容できるとは限らない,吹

なる段階を想起した方法といえる.

さらにこれを少し注意して見てみると,単に

｢ミツドゥを適所にすえる｣というだけではな

く,所有群の中から分蜂するであろうミツドゥ

を特定して,そこから飛び立っ分蜂群を収容す

ることを目的として仕掛ける場合と,自他問わ

ず飼養されている-チ群からの分蜂を対象とし

て,適所に仕掛ける場合の2つあることがわか

る.こうしてみると,結果的には所有群から分

蜂した-チ群を収容するために,捕獲技術が3

段階に組み立てられていることがわかる.

さて,ここで一つ考えておきたいのは,戦後

植林された若い針葉樹が大部分を占める居住地

周辺には,もはや自然の営巣場所がないという

ことである.そうなれば-チ群は,養蜂者たち

が適所に置いたミツドゥに飛来 ･営巣すること

になるのである.つまり,分蜂時に捕獲できな

くとも,だれかが仕掛けたミツドゥに営巣せざ

る得ないという状況が,個々の養蜂者にとって

は無意識であるにせよ確立し,飛び立ったハチ

群自体も広い意味でヒトの管理下-みえない囲

いの中一にあるといえるのである.養蜂者たち

は,ハチ群の飛行方向によって,どのミツドゥ

に営巣するのか,ほぼわかるという.

こうした所有群を核としての拡大は,ハチ群

を死滅させず蜜をしぼるという採蜜技術の上に

あることが前提条件となる.

次に採蜜技術をみると,そこには2つの方法

がみられる.一つは採蜜時に巣の何割かを残し

ノ､チ群を維持するものと,もう一つはオヤドゥ

と呼ぶ採蜜しない特定のミツドゥと採蜜するミ

ツドゥとを分けておき,採蜜するミツドゥから

はすべて巣をとり去ってしまうというものであ

る.前者が一つのミツドゥを単位として維持を

考える方法であるとすれば,後者は複数群の所

有を前提として,所有群の総体の中で維持を行

う方法といえる.つけ加えれば,それが個人的

な選択で行われるのではなく地域的変差として

存在し,具体的には黒藤川上流地域では後者の

方法が,それ以外の地域では前者の方法がとら

れている.

Ⅱ.伝統的養蜂のス トラテジー

1.高橋俊春氏とミツ

美川村大字東川東古味に在住の高橋俊春氏

は,昭和3(1928)年生まれ.農林業を家業と

し,代々この地で生活してきた.高橋氏が,ニ

ホンミツバチを飼養するようになったのは,辛

成元 (1989)年からである.｢面河在住の仕事

仲間がミツを飼いはじめた.彼が飼うならばと

いうことで自分も木をくり貫いてマルドゥを作

った.そのときサラは,はいりゃせんと周りの

人々がいうのに,それがはいり,それから病み

つきになった｣と氏はいう.さらにその年,夫

人が経営する茶店に時折立ち寄る養蜂業者か

ら,駆除のため捕獲した-チをもらい,10月末

という悪条件のもと,砂糖水による給餌を施し

無事越冬させたことが,伝統的養蜂への関心に

拍車をかける結果となった.その後,次第に所

有群を増やし'94年 7月現在,氏の所有群は

15群であり,'95年7月には20群となり確実

に所有群を拡大している.この数は,同村にお

ける他の養蜂者の所有群数 2-3個と比較する

と,圧倒的に多い所有数である.

2.巣箱の形体とその設置

高橋氏は,マルドゥ,カクドゥ双方を使用し

ている.その内訳はマルドゥ8個,カクドゥ5

個,さらに可動枠式巣箱が10個である (1996

年3月現在).

高橋氏が ミツドゥを置 くのは,西古味山

(818.6m)の北東部山中に2カ所,県道東川一

上黒岩線沿いの山林内に3カ所,横川地内の林

道沿いの山林に1カ所,さらに夫人が経営する

茶店付近,自宅の敷地内の計7カ所で,1カ所

に2-5個が置かれている. それぞれの一場所へ

のミツドゥの設置と営巣状況は (図5)のとお

りである.

高橋氏に限らずこの地のミツドゥの置き方を

みると,自宅などの場合,屋根や石垣を利用し
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図5高橋氏のミツドゥの訪置状況とミツドゥの向き
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たり, また台を設けて高さを地上高 1-2mと

比較的高めに設置している例が多い.これに対

してタキやガケなどの山野の場合には,場所の

形状に合わせせいぜい10-30cmほどの高さ

に石や木材を積んだ上にシキイタを置きミツド

ゥをのせている.その際の巣穴の向きは,開け

た方角,とくに朝早くから陽のあたるような日

照条件がもっとも考慮される.高橋氏のミツド

ゥは,ほぼ南北に流れる面河川の両岸に形成さ

れた谷間に沿って置かれている.東側の谷のは

南西に,一方西側のは南東に向けられている.

設置の際にもうーっ興味深いのは,-ガキ大

の白紙を巣穴の上部に貼ることである.｢ハチ

がこれを目印にする｣などと説明されるが,明

確な根拠は不明である.また黒藤川流域ではミ

ツドゥに ｢シバを指す｣例もみられる.

3.分蜂群の獲得,捕獲 ･収容

3月下旬から4月上旬, ミツドゥを置く場所

をまわり,ハチが嫌うミツドゥ内のゴミやクモ

の巣などを取り除く.その後 ｢消毒のため｣｢-

チが好むから｣といい焼酎をミツドゥ内壁に吹

きつける.これらの作業をウトソウジという.

また人によっては,ウトソウジの後,-チをお

びきよせるためにツケアメと称して前年に採っ

た蜂蜜やその絞りかすをミツドゥの内壁や巣穴

周辺に塗ることもある.一度これを行えば後は

いたって放任的で, 山中などにあれば1-2か

月営巣に気づかずにいたり,営巣の有無を第三

者から知らされることも間々あるという.

このように野生の-チを待ち受ける方法は放

図6 ミツドゥ内部の観察状況

図7 分蜂群捕獲用のアミ

任的であるのに対し,一方の所有群からの分蜂

についてはかなり注意がはらわれる.

養蜂者の多くが,自宅などの居住地付近に所

有群を移動し飼養するのは,いかに分蜂群を収

容するかということと深く関わっている.日常

の生産活動に携わりながら分蜂期の-チの行動

とその変化をより確実に観察できること,かつ

分蜂の瞬間に遭遇する確率を高められることに

よる.この時期,養蜂者たちはミツドゥが眺め

られる自宅付近での農作業に従事したり,でか

けたとしても分蜂の知らせを受け収容に間に合

うせいぜい30分はどの範囲に限られるという

ように,-チによってヒトの行動も大きく規制

されている.高橋氏もその例外ではない.

分蜂がどういう状況でおきるのか,人々は長

年の経験にもとづく知識と観察技術によって判

断している.1つは｢晴れた日,風のない日,朝

9時半から11時までの間が多い.地形により

日当たりの関係で,午後2時ごろに行われる｣

｢晴天で風がなく,少し蒸れるような日,一日で

気温があがる正午前後の時間｣という気象的な

特徴である.2つめはミツドゥ周辺の観察にも

とづ〈.分蜂が近づくと巣穴付近に多数の-タ

ラキバチが集合するとか,巣穴付近でのオンバ

チと呼ばれる雄蜂の出現が目につくようにな

る,また巣箱外での-チの行動にみられる変化

などによるものである.

さて3つめは昆虫学者顔負けともいうべき,

ミツドゥ周辺及び内部状況を観察により分蜂時

期を判断するというものである(図6).当地の

ミツドゥの底部が板張りされていないこと,ま

た自宅などに置くミツドゥを高めに設置するこ
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図8 採蜜状況

上段:(左)ミツドゥに到着.(中)ミツドゥをハノケ (逆さ)にしてコモをかぶせゴムチューブで固定する.

(右)ミツドゥの周囲を叩き-チをコモに移動させ,移動後コモをはずし傍らに置く.中段:(左)道具を使い巣板

を切り出す (右)切り出された巣板.下段:(左)採蜜後,コモから-チをミツドゥに移す.(中)巣板を細かくちぎ

る,(右)日光にあて蜜をこすためナベを日向に吊るす.
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との理由は,こうした作業にも関係している.

4月中旬が過ぎると,人々は毎日1度はミツド

ゥを傾け,内部をのぞき込み-チの行動観察を

怠らない.それは,王台の製作状況,王台の変

化,女王蜂の出房状況を確認するためであり,

出房後 3日をめどに分蜂すると考えているの

である.高橋氏も,この時期になると,毎日の

ようにミツドゥ内部をのぞき,小さな筆で-チ

をかき分け巣房に王台ができているかどうか,

出房の兆しがあるかどうか,出戻したかどうか

を確認する.また長崎地区では, ミツドゥを完

全にハノケにして王台の製作状況を確認し,王

台のコゲカタ (色の変化)であと何日で分かれ

るか分蜂時期を判断したという.こうした方法

を巧みに組み合わせ,より正確な分蜂時期を判

断しているのである.

分蜂の条件が整うと旧女王は,一定数のハチ

群を引き連れ,古巣を飛び出し ｢スワカレ｣す

る.すると一旦付近の木枝に蜂球をっくり小休

止する.しかし,どこにも集結する気配がない

場合には,板をガンガン叩く,カリ-ライキを

動かし音を立てる,あるいはホースで水を霧状

にして羽根をぬらすなどということをする.こ

うすると ｢ひっつく｣と説明される.

近くの木枝に分蜂群がかたまりとなって静止

したときが収容の機会であり,空のミツドゥに

直接収容したり,一時袋などに捕獲し,その後

ミツドゥに収容したりする,

高橋氏によれば,自宅で分蜂した蜂は,必ず

庭先のカキノキ,とくに湿り気のある枝に小休

止するという.高橋氏は,さらに確率を高める

ため,そうした枝に蜂が好むとされるサクラの

樹皮をうちっけ,捕獲には晒布を縫い合わせて

作った直径30cm,長さ50cmはどの手製の網

袋に1.2mはどの鉄筋の柄をっけた,少々大き

めの捕虫網を用いる (図 7).

4.管理

高橋氏をはじめ人々がもっとも恐れ警戒する

のは, スムシの害である. スムシは3-5月こ

ろにもっとも発生する.高橋氏自身も2,3度

所有群をスムシによって失っている. ミツドゥ

にスムシが確認されるとこれを ｢スムシがわ

く｣という.最悪の場合,-チ群が死滅 ･逃亡

してしまい,これを指して ｢つぶれる｣と表現

する.

スムシは,-チが巣をかじって落とす巣屑に

産卵するため,時折内部を観察し,｢ソウジ｣を
しなければならない.スムシの発生の確認,ま

たそれを防止するために巣層を取り除くことも

ミツドゥに底板をはらない理由としてあげられ

る.

また,ミツドゥ本体とシキイタの間に,石や

細木を0.5-1.0cm角の角材をはさんで ｢すか

す｣のは,ミツドゥ内部の温度上昇を防ぐとと

もに,スムシが巣房に上がるのを防ぐためだと

もいわれる.

スムシの他,人々が注意するのは,夏場 ミツ

ドゥ周辺に飛来するスズメバチ,秋に盗蜜にく

るヨウバチであった.

5.採蜜

巣の一部を残しハチ群を死滅させず採蜜する

場合,採蜜時期は7月中旬から8月中旬までの

およそ1ヶ月間である.この時期に行う理由と

して人々は,①ある一定量巣板を削除しても,

越冬するまでの残りの期間で-チたちは越冬に

十分なだけの蜜が確保できる.(参天候が比較的

安定しているため,日光の熱を利用し巣板に貯

えられた蜜を自然に垂らす上で,この時期がも

っとも日照条件がよい.③気温が高いと,つま

んだりしなければ-チが刺ささないことなどを

あげている.

一方オヤドゥで-チ群を維持し,残りのミツ

ドゥは全て採蜜するという方法の場合には, 9

月～11月ごろの時期に採蜜が行われる.その

理由として,季節的に蜜源となる訪花植物の開

花時期も過ぎ,-チ群が蜂蜜をもっとも貯めて

いる状態になるからである.

高橋氏の場合は,前者により採蜜を行う.具

体的に'95年7月25日に高橋氏が行った採蜜

作業の状況について記述しておこう(図8).こ

の日,採蜜をおこなった巣箱は2つで,1つは

滝渡瀬橋付近の道路脇に設置してある5個の
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図 9 採蜜用の道具二種

うちの1つ,もう1つは夫人の茶店の向い側の

杉林に置くものであった.

午前9時,作業開始.採蜜の作業は,こうし

た時間帯に行われるのが一般的である.その理

由は気温が上がる時間帯だと作業中,巣自体が

溶けて折れる危険があるからである.また蜜を

たらす作業が,1日でもっとも気温が上がる時

間帯と重なることもその理由である.

作業は,まずミツドゥを巣房が途中から折れ

ないよう静かにハノケにし, もとの場所から1

mはど下方の平坦な所に移すことから始まる.

場所を移動するのは,もとの場所だともどって

きたハチが騒ぎ作業しにくいからである.

次に-ノケにしたミツドゥにコモの先端を縛

り円錐状にした採蜜用具 (名称はない)をミツ

ドゥにすっぽりかぶせ, ミツドゥとの間に隙間

ができぬように自転車のゴムチューブを利用し

たバンドで締める.通常,農作業で使うコモや

ムシロを代用するが,高橋氏は採蜜専用にこう

した道具をあつらえている.

これがすむと,ちょうどチューブをしめた付

近から,中で移動する-チの動きを羽音を手が

かりにカナヅチで下から次第に上へとトントン

と軽く叩く.これを繰り返すとハチは音に驚

き,ミツドゥからコモの方へと移動していく.

このときは7分ほどであったが,気温などによ

って5-20分くらいまでの差があるという.ハ

チのほとんどがミツドゥからコモへ移動した

ら,コモをミツドゥから静かにはずしミツドゥ

があった付近に立てかけておく.ミツを集めも

どってきたハチはここへはいっていく.

一方,ハチがいなくなったミツドゥは,静か

に横に寝せる.この際にも巣が途中から折れな

いように注意する.次に巣を切り取る.これに

は2種類の切り取る道具を用いる(図9).この

道具の呼称について高橋氏の他何人かに問うた

が,残念ながら確認できなかった.最初にのみ

の刃状に先が平らな方を用い,横壁と接合して

いる巣の両端部分を切り離す.それが終わると

先端の6cmほどが直角に折れ曲がり,その両

端が刃となっているもう一方の用具で,隙間か

らさしこみ天井部分と巣とが接合している部分
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を切り離す.切り離した巣は,静かに抜き取り,

蓋付きのポリバケツに入れ持ちかえる.このミ

ツドゥには巣が7枚できていたが,そのうちの

4枚を切り取り後は残した.切り取りが終了す

ると,ミツドゥ内にこぼれた蜜や巣の破片もき

れいに取り出す.ミツドゥをもとの場所にもど

し,立てかけて置いたコモを巣穴に近づけ,辛

でそっとハチを中からすくいだし巣穴のそばに

おいてやる.これを2,3回繰り返すと,コモの

中の-チもどんどんミツドゥに移り始める.こ

うなれば放っておいても自然にハチ群は移動す

る.これが終われば,次に巣から蜜を採り出す

作業となる.

山野においたミツドゥから採蜜する際に,揺

った巣房は自宅などに持ちかえり,巣房から蜜

をたらす.これには,日光にあてて自然に蜜を

たらすという方法をとる.火にかけて煮たりす

ると質がおちてしまうからだという.

高橋氏は,夫人の営む茶店で蜜をしぼる作業

を行った.それは夏場,こちらにいる方が多い

ことによっている.まず,3升ほどのナベにザ

ルを乗せ,さらにその上に嬉し布替わりにガー

ゼを置き,その上に2-3cmほどに巣をちぎっ

て入れていく.その際,卵やコ (幼虫)がいる

部分は,味が落ちるということで切り取って蜜

と混ざらぬようにする.ちぎり終えれば,ガー

ゼをしぼってある程度蜜をたらし,その後はナ

ベをビニールで包んで陽のあたる場所に2,3

日下げておく.ナベをビニールで包むのは,ハ

チが蜜をなめによってくるのを防ぐため,また

熱効率を高めるためと説明している.

Ⅲ.伝統的養蜂から近代的養蜂へ

1.可動枠式巣箱での飼養

ところで,高橋氏の養蜂において興味深い点

は,伝統的なミツドゥでの使用と合わせ,｢ヨウ

ミツのハコ(可動枠式巣箱)｣によってニホンミ

ツバチを飼養していることである.その数をみ

ると'94年 7月現在 2個,'95年 7月現在 4

個,さらに'96年3月現在 10個に増えていた.

10個に増えた理由は,マルドゥのハチ群を採

蜜後にこれに入れ替えたことによっている.

伝統的養蜂を継承している地域において,ニ

ホンミツバチを可動枠式巣箱で飼養することは

きわめて稀であり,可動枠式巣箱での飼養の困

難さを多くの人々がロにする.もちろん試験 ･

研究を含め広くみれば可動枠式巣箱によるニホ

ンミツバチの飼養例がないわけではないが,こ

こでは高橋氏の可動枠式巣箱の使用が伝統的養

蜂からの延長上にある一つの変化だという点で

注目しておきたい.

2.所有群の維持 ･拡大,採蜜

可動枠式巣箱の使用は, ミツドゥのように山

野に置いて ｢ハチをひろう｣のには適さないと

いい,いうなれば人的関与が高い所有群の飼養

に関連し用いられている点である.それを整理

してみると,一つは ｢セイキのない｣ハチ群を

維持することを目的としたもの,もう一つは所

有群の拡大を目的としたもので,そこではおお

よそ3つの方法が馬区使される.

まず越冬後3月中旬から4月上旬,スムシの

害とは別に群にセイキ (勢い)がなく,ハタラ

キバチが黒くなり日に日に-チが弱っていく場

合がある.高橋氏は,この原因を女王蜂の逃

亡 ･死亡 ･高齢化など,何らかの事故が発生し

たと考えている.

こうしたハチ群を維持するため,高橋氏は分

蜂期に先立ち,ミツドゥの可動枠式巣箱にハチ

群を移す.分蜂期,他の所有群より古い王台を

探し,その巣の一部を切り取って先の巣箱の巣

枠に糸などでB]定する.その王台には購入した

ローヤルゼリーを2サジほどを入れ,そこに勢

いのある-チ群の卵字化後 3-5日はど経っハタ

ラキバチの幼虫 (少し曲がった状態になったも

の)をピンセットで静かに取り出して移すので

ある.その後 16-17日くらいで女王蜂が貯化

し,-チ群が維持できる.

さて,もう一つの方法は,分蜂期,やはり勢

いのある所有群から王台ができている分蜂間近

な巣を1房切り取り,巣枠にB]定して巣箱内に

入れておくというものである.この際,先端が

茶色になったような王台を選ぶという.こうし
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図10 可動枠式巣箱で飼育されるニホンミツバチ(左)と採蜜(右)

た王台は3-4日ほどで女王蜂が羽化する.

次に,所有群の拡大に関して行われるもの

で,所有群から分蜂するハチ群の逃去を回避す

るため,あるいは捕獲した後に逃亡されること

を回避するため,より確実な方法として,分蜂

前に王台のある巣を切り取り,それを可動枠式

巣箱の枠にくくりつけ,-タラキバチを適当に

捕って巣箱にいっしょに移す,もとの巣箱に近

いともどってしまうため,氏は3kmはど離れる

茶店までこれを移動してしまう.こうして高橋

氏は,可動枠式巣箱を用いての所有群の維持と

拡大を行っている.

'95年7月に実施した現地調査においては,

可動枠式巣箱における採蜜作業をみることがで

きた (図 10).作業は,ミツドゥより容易で,上

蓋をはずし,10枚の枠のうち4枚を枠のまま

取り外しすだけものだった.後は通常と同じに

巣を枠からはずして細かくして蜜を日光でたら

すのである.また,高橋氏は,マルドゥに比べ

貯蜜量も多いといっていた.

まとめ

四国石鎚山系にある美川村で継承されてきた

ニホンミツバチの伝統的養蜂を高橋俊春という

一人の養蜂者を通してみてきた.この地域での

伝統的養蜂の特色は,通年でハチを飼養し,

年々所有群を維持 ･拡大するところにあった.

そして,それを可能にするために-チ群の獲

得 ･収容に関するいくつかの技術を有し,また

採蜜にハチ群を死滅させず蜜を採る技術が行わ

れていた.

なぜ,自らの-チ群を維持しなければならな

いのか,養蜂者が一様に｢ザツボクがなくなり,

野生の-チ群がほとんどない｣という ｢危機意

識を口にするように,そこにはスギやヒノキと

いった針葉樹の植林にともなう周囲の自然の変

化があった.このことが所有群から分蜂する-

チ群の収容にウェ-トをおく形態を生み,さら

に維持 ･拡大を確実にするための技術を高める

という,より人為的な働きかけが強い養蜂へつ

ながっているように思える.

高橋氏の可動式巣箱の利用も,明らかにこう

した流れの延長上にあるといえるし,また高橋

氏の養蜂の活動パターンから,荏田のいうⅠ型

からⅢ型までの三つの形態を抽出できることも

興味深い.つまり高橋氏の養蜂を通してニホン

ミツバチの養蜂におけるⅠ型からⅢ型へのセ

ミ･ドメスティケーションの一つのモデルをト

レースすることが可能なのである.

さて,こうしたことと関連して,もう一点ま

とめとしてあげておく.これまでにみてきた作

業の多くは,主として養蜂者個々に展開する養

蜂技術なり知識の具体相であった.これを複数

の養蜂者の活動している地域の実態に即してみ

よう.複数の養蜂者が,ハチの好みそうな場所

にくまなくミツドゥを仕掛ける.そのことは,

もはやハチ群が自然環境で営巣するための樹木

類が皆無に等しい居住地周辺において,一見野

生の習性のままに逃去したかのようにみえる所

有群から分蜂群であっても,結果的にヒトが仕
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掛かけたミツドゥのどれかを選択せざる得ない

状況におかれているのである.分蜂群の行動

は,こういった適所に置かれたミツドゥを範囲

として規制され,いわば半野生,広い意味でヒ

トの管理下にあることになる.時折,野生の-

チ群の移入があるにせよ,当該地域の養蜂は,

こうした ｢見えない囲いの中｣での循環構造を

基本として成立しているのである.

以上,こうしてみてくると,｢ミツを飼う｣そ
れ自体に重要な価値を兄いだすニホンミツバチ

の伝統的養蜂であるが,地域ごとに継承されて

きた技術や知識の束を明らかにすることによっ

て,単にマイナー･サブシステンスとしての特

質のみではなく,｢家畜化｣の過程を検討する上
での多くの可能性を示唆してくれるのである.

(〒965 会津若松市城東町 ト25 福島県立博物館)
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articleonHoneybeeS°i.16(2):69-76(1995).

Tohaveananswerwhypeoplearekeento

keepnativehoneybees,Apiscerlanajaz)onica,the

researchhasbeendoneconsistentlyinstyleto

tracelifeandtechniqueofatraditionalbee-

keeperinthespecificreg10n.

ElevenbeekeepersareinMikawavillagein

lshizuchirim regionandmoreare"potential"

beekeeperswhohaveemptyhivestowaitfor

beestokeepthetradition.Numberofbeekeep-

ersmightreachatleast1foreachcommunity
consistingof100to200households.

Traditionalhivesareoriginallylogsbutre-

centlybeekeepersuseboxhivesbecauseofless

availabilityofnaturallog. Totrapbeecoレ

onies,Oldlogswhichbeesoccupiedformerly

arebetterthan new hivesand peopledis-

tinguishablycallnewandoldhiveswithdiffer-
entnames.

Swarmingseasoninthisareaisfrom mid-

Apriltolate-May,peoplesettheirhivesoncliff

insideforesttotrapferalcolonies. Theen-

tranceoftheswarm trapisrecommendedto

facetomornlngSun.

Beekeeping in Mikawa ischaracteristically

unlquebecausebeekeepersmanagetheircol-

onieswholeyearinsteadofkillingthem in

autumnforhoneycollection(cf.thefirstartト

cle),furthermore,theycan multiplycolonies

duringswarmingseasonbymeansofcapturlng

swarmissuedfromtheirhives.Forestimating

thedateofswarming,beekeepersobservedevel-

opmentofqueencellseveninsidealoghive.

Honey harvestseason isfora month in

summerseasonfrom mid-Julytomid-August,

becausetherearesomeadvantagestocollect

honeyinthisseason.First,beescollectenough

honeyforthemselvestowinterafterthehar-

vest. Second,hightemperaturemakehoney

filteringeasy.Andbeesaregentleunderhot
weather.

Whenpeoplecollecthoneyfromahive,them

uncoveritandputabigstrawcone,then.tap

thehivetoforcebeestomoveintothecone.

Afteralmostofbeesmovedtheyputhivedown

tocutcombs.Honeycombsareselectedfrom

broodarea,andfilteredwithgauzeundersun-

light.

The targetbeekeeper,Mr.Takahashiuse

movableframehivestokeepthenativebees

withlogs. Usagesoftraditionalandmodern

hivesaredifferent.Logsandothertraditional

hivesareusedtoとrapbeecoloniesandmain-

tainthem untilhoneyharvest,whilemodern

hivesforhealweakcoloniesorforobtainar-

tificialswarms. Combinationuseofmodern

hivesisveryrarewherepeopledobeekeeplng

intraditionalstyle,anditmightaprocessof

developmentofbeekeeping technique,orin

otherword,ainitiationofsemトdomestication

ofwildbees.


